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行った。肉眼的解析では、8 頭のうち 5 頭で結節性病変、7 頭で嚢胞病変、8頭全てで癒着を観察した。さら
に、臨床で典型的病変とされる卵巣チョコレート嚢胞を観察し、結腸や子宮などへの癒着を伴って進行した
病変を発見した。さらに著者は、病理学的に組織構造の解析を行い、ヒトと同様に上皮細胞、CD10 陽性ス














さらに、確定診断した 15 頭のうち、9 頭で腹腔鏡観察をおこなったところ、ヒトでの好発部位に病変・癒着
が観察された。臨床で用いられる“改定アメリカ生殖学会スコア(Revised American Fertility Society Score, 
r-AFS score)”をサル用に改変したものを用いて、病態の定量的評価が可能か検討した結果、“r-AFS score”
を用いて、病態を定量的評価が可能であることを見出した。次に著者は、腹腔鏡で確定診断した 9頭のうち

























               審   査   の   要   旨 
本論文において著者は、カニクイザルが子宮内膜症研究の優れたモデル生物であることを見出した。著者
は、本論文において肉眼的解析、病理学的な組織構造の解析および子宮内膜症組織における炎症に関する検
討を行い、カニクイザルの自然発症子宮内膜症は、肉眼的・病理学的にヒト子宮内膜症と類似した特徴を示
すことを明らかにし、カニクイザルの子宮内膜症モデル生物としての妥当性を証明した。これにより著者は、
子宮内膜症の発生や発症に対して基盤的知見の獲得を期待させる大変意義のある研究とした。さらに、本研
究成果が生物学的な観点においても非常に意義のあるものになることも期待された。以上より本論文におけ
る研究成果は、学術的にも応用的にも非常に価値の高いものであると判断された。 
令和２年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
